
 

［成果情報名］ キク白さび病に対してピラクロストロビン、インピルフルキサム、ミクロブタニルおよびヘキサコナゾールは高い防除効果を示す ［要約］ キク白さび病の防除効果試験の結果、ピラクロストロビン、インピルフルキサム、ミクロブタニルおよびヘキサコナゾールが高い防除効果を示す。多発条件下では 1 週間隔での薬剤散布が適している。 ［キーワード］ 予防散布、散布間隔 ［担当］ 環境科 ［分類］ 普及・行政・教育の参考となる技術情報 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――― ［背景・目的］  奈良県の小ギク産地では、キク白さび病に対して主に殺菌剤の散布による防除が行われている。近年、QoI 剤（FRAC コード：11）や DMI 剤（FRAC コード：3）に対する感受性の低下が報告されており、殺菌剤の防除効果の動向を注視する必要がある。そこで、県内で採集した 3 菌株に対する主要な殺菌剤の防除効果と散布間隔が防除効果に及ぼす影響を評価した。  ［成果の内容・特徴］ １．3 菌株すべてで防除価 90 以上の高い効果が認められたのは，ピラクロストロビン、インピルフルキサム、ミクロブタニルおよびヘキサコナゾールである。次いで高い効果が見られたのは、ピコキシストロビン、プロピコナゾールおよびトルフェンピラドである（表 1）。なお、同一の FRAC コードに分類される薬剤間でも防除効果に差が認められる。 ２．多作用点阻害剤（FRAC コード：M2, M3, M5, M7）である 4 剤の防除価は、無処理区での発病葉率が低かった菌株①での試験を除き 50 前後であった（表１）。 ３．無処理区の発病葉率が 100%となった多発条件下では、散布間隔が 1 週間から 3 週間に拡がるにつれてすべての薬剤で防除効果が低下する（表２、３）。1 週間間隔の散布で防除価 90 以上の高い効果が認められたのは、ピラクロストロビン、インピルフルキサム、ミクロブタニル、ヘキサコナゾールおよびトルフェンピラドであった。2 週間間隔の散布で高い防除効果が認められたのは、ピラクロストロビンとインピルフルキサムであった。  ４．以上より、キク白さび病に対して高い防除効果を示すのは、ピラクロストロビン、インピルフルキサム、ミクロブタニルおよびヘキサコナゾールである。散布間隔が拡がるほど防除効果は低下するため、多発条件では 1 週間間隔での散布が有効である。  ［成果の活用面・留意点］ １．供試薬剤は、2023 年 5 月時点でキク白さび病に対して適用がある。使用の際には登録内容を確認する。 ２．防除体系に使用できる有望な薬剤は、防除効果が高いピラクロストロビン、インピルフルキサム、ミクロブタニル、ヘキサコナゾール、これらと FRAC コードが異なり次いで防除効果が高いトルフェンピラド、防除効果はやや低いが耐性リスクの低い多作用点阻害剤（FRAC コード：M）と考えられる。なお、同じ FRAC コードに分類される殺菌剤の連用は避ける。    



 

 ［具体的データ］  表 1．キク白さび病に対する各種殺菌剤の防除効果 

     



 

表 2．散布間隔別の防除試験の各処理区の散布日 
  表 3．キク白さび病に対する各種殺菌剤の散布間隔別での防除効果 
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